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「学習指導要領等の改善ついて」を読み解く

    教育の理念は従来どおり
～「生きる力」をはぐくむこと～

平成20年1月 , 中央教育審議会から学校にお

ける教育課程編成のための基準である ,学習

指導要領改訂の基本的な方針や具体的な方向性が答

申された。ここでは ,新しい知識・情報・技術がさ

らに重要性を増すこれからの「知識基盤社会」を生

きていくためには ,現行学習指導要領の基本理念で

ある「生きる力」をはぐくむことがますます重要に

なっているとしている。「生きる力」の理念はこれ

からの教育においても引き継がれる。

　ではその「生きる力」とは何か。その意味すると

ころを改めて整理すると ,次の３つに集約できる。

・基礎・基本を確実に身につけ , 自ら課題を見つ

け ,自ら学び ,自ら考え ,主体的に判断し ,行動

し,より よく問題を解決する資質や能力(基礎・

基本の習得と問題解決能力の育成 )

・自ら律しつつ , 他人とともに協調し , 他人を思

いやる心や感動する心など豊かな人間性 (心の

教育 )

・たくましく生きるための健康や体力

　これらは , 自己の人格を磨き , 豊かな人生を送る

上で不可欠なものであるとしている。また ,実際の

授業においては「生きる力」の知的な側面である「確

かな学力」の定着と向上が一層求められる。その学

力を構成する重要な要素は次の３つである。
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       ブイプレス

　これからは , 再び同じような轍を踏まないよう ,

具体的で実効性のある手だてが講じられるものと考

える。

   学習指導要領改訂の基本的
　 な考え方

～６つの基本方針～

答申では ,改正された教育基本法や学校教育法

等の理念を踏まえ ,子どもの発達上の課題や

社会の変化に対応して ,学習指導要領改訂の基本的

な考え方を次の６点あげている。

　ここでは,上記のうち,「基礎的・基本的な知識・技

能の習得」「思考力・判断力・表現力等の育成」「豊か

な心や健やかな体の育成」の３点について解説する。

・基礎的・基本的な知識・技能の習得

・知識・技能を活用して課題を解決するために必

要な思考力・判断力・表現力等

・学習意欲

　授業で重視される学力の要素は ,従来から変わる

ものではない。見える学力 ,定量的な学力だけでな

く ,見えにくいとされている学力や結果がすぐに表

れにくい定性的な学力と言われているものについて

も重視し ,「総合的な学力」を子どもたちに形成す

ることが「生きる力」をはぐくむことにつながるこ

とを再確認したい。知識・技能を習得することは重

要であるが ,それだけではこれからの社会を生きて

いくことはできない。さまざまな問題場面に出会っ

たときに必要とされる , 思考力・判断力・表現力 ,

さらにこれらの総合的な力である課題発見能力や問

題解決能力が求められる。さらに ,自ら関心をもち ,

自ら問題解決しようとする意欲が不可欠である。

　答申では「生きる力」をはぐくむという理念を実

現させるうえで ,これまでの取り組みにはさまざま

な課題があったことを指摘している。それらは文部

科学省の手だてに対する「反省の弁」とも受け取れ

る内容で ,そのポイントは次の事項である。

・「生きる力」の意味や重要性について , 学校関

係者や保護者などに十分な共通理解が得られな

かったこと。

・子どもの自主性の名のもとに , 教師が指導を躊

躇するなど適切な指導が十分に行われなかった

こと。

・知識・技能を活用する学習活動が十分でなく ,

教科指導と総合的な学習の時間との関連が不明

確であったこと。

・知識・技能を活用する活動を行うための授業時

数が十分でなかったこと。

・家庭や地域の教育力が低下している現状を踏ま

えた対応になっていなかったこと。

（1） 「生きる力」を育てることの必要性や理念を

教育関係者や保護者等の間で共有すること。

（2） 基礎的・基本的な知識・技能を確実に習得

させることを重視すること。

（3） 思考力・判断力・表現力等の育成を重視す

るとともに , それらの基礎となる言語の能力

の育成につながる言語活動を充実させるこ

と。

（4） 確かな学力を確立させるために,国語,社会,

算数・数学 , 理科 , 外国語 ( 英語 ) を中心に ,

必要な授業時数を確保すること。

（5） 子どもの学習意欲を向上させ , 学習習慣を

確立すること。

（6） 豊かな心や健やかな体を育成するために指

導の充実を図ること。
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( 基礎的・基本的な知識・技能の習得 )
　次回の改訂では ,次のような観点から知識・技能

の内容事項が追加される。

・社会の変化や科学技術の進展等に伴い , 社会的

な自立等の観点から必要とされる知識・技能。

例えば , 法やルールに関する内容 , 社会経済シ

ステムの変化に応じた内容など。

・学校や学年間であえて反復しながら指導するこ

とが効果的な知識・技能。

　増加される授業時数は ,これらの知識・技能を確

実に習得させるために活用するとともに ,習得した

知識・技能を活用して取り組む学習活動 ,例えば観

察・実験 ,レポートの作成などに充てることとして

いる。

　また答申では ,「重点指導事項例」の提示につい

て提言している。これは学習指導要領の内容事項の

中で ,特に重点的な指導や繰り返し学習が必要とな

る事項の例示である。基礎的・基本的な知識・技能

の習得に関する事項だけでなく ,具体的に示しにく

い思考力・判断力・表現力等に関する事項について

も例示するとしている。今後 ,各教科における「重

点指導事項例」の具体的な内容やそれらの示され方

について注目していきたい。

( 思考力・判断力・表現力等の育成 )
　答申では ,思考力・判断力・表現力等の育成につ

いて ,次のような段階を示している。

1 各教科の指導において ,当該教科の基礎的・基

本的な知識・技能を習得させる。

2 各教科の学習で習得した知識・技能を活用する

学習活動 (例えば , 観察・実験 , レポート作成 ,

論述など )を充実させる。

3 総合的な学習の時間を中心に ,各教科の学習成

果を生かして , 教科等を横断した課題解決的な

学習や探究的な活動を展開する。

　ここでは , 教科においては「習得と活用」が , 総

合的な学習の時間には「探究」が重視されている。

習得と活用と探究は,一つの方向に進むだけでなく,

活用や探究によって ,習得したことがさらに定着し

たり ,新たな知識・技能が習得されたりするなど相

互に関連し合っていることに留意したい。探究的な

活動は , 総合的な学習の時間だけでなく , 国語や社

会科 , 理科 , 生活科などでも実施されてきた。実際

の授業では ,習得と活用と探究のそれぞれの活動が

一体的に行われる。

( 豊かな心や健やかな体の育成 )
　「生きる力」にかかわって , 豊かな心や健やかな

体を育成するための指導のポイントが次のように示

されている。

・自分に自信をもたせ , 将来や人間関係への不安

を取り除くために , 国語をはじめとする言語の

能力を身につける。また , 地域の大人や異年齢

の子どもたちとの交流 , 自然体験や職場体験 ,

奉仕体験などの体験活動を重視する。

・道徳教育にかかわって , 最低限の規範意識を確

実に身につける。その際 , 人間としての尊敬 ,

自他の生命の尊重 , 倫理観などの道徳性を養う

ことや , その基盤となる法やルールの意義と遵

守することの意味を理解させる。

・運動を通じて体力を養い , 望ましい食習慣など

健康的な生活習慣を形成する。また食育や安全

教育を充実させる。

    教育内容に関する改善事項
～新しい授業の課題～

答申には ,社会の変化への対応の観点から教科

等を横断して改善すべき事項など ,教育内容
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創造という視点も重視されている。例えば次のよう

な事項が例示されている。

・わが国において長く親しまれている和歌・物語・

俳諧 , 漢詩・漢文などの古典に触れ理解を深め

る。(国語 )

・わが国や郷土の発展に尽くした先人の働きや ,

伝統的な行事 ,芸能 , 文化遺産について調べる。

(社会科 )

・唱歌や民謡 ,郷土に伝わる歌 ,和楽器 , わが国の

に美術文化について指導する。(音楽,図画工作)

　これらのほかにも ,道徳や特別活動で取り上げら

れる。伝統や文化に関する教育は ,全教育活動を通

じて取り組む課題である。

( 道徳教育の充実 )
 　道徳教育については , 子どもたちの実態を踏ま

え ,各学校・園段階で指導する際に配慮すべき事項

が下記のように示されている。

・幼稚園では規範意識の芽生えを培うこと。

・小学校では , 生きる上で基盤となる道徳的価値

観の形成を図る指導を徹底し , 自己の生き方に

ついての指導を充実すること。

・中学校では , 思春期の特質を考慮し , 社会との

かかわりを踏まえ , 人間としての生き方を見つ

めさせる指導を充実すること。

・高等学校では , 社会の一員としての自己の生き

方を探究するなど , 人間としてのあり方や生き

方についての自覚を一層充実すること。

　道徳教育は全校体制のもと ,家庭や地域社会との

連携・協力を図りながら ,全教育活動を通じて推進

されるものである。特に「道徳の時間」の指導方法

の充実 , 効果的な教材の開発 , 授業時数の確保 , 指

導の効果の見きわめなどが課題になってくる。

に関して充実すべき改善事項として , 言語活動 , 理

数教育 , 伝統や文化に関する教育 , 道徳教育 , 体験

活動があげられている。小学校に英語活動を原則

とした外国語活動を導入することについて論及し

ている。さらに ,情報教育 ,環境教育 ,ものづくり ,

キャリア教育 , 食育 , 安全教育など , 社会の変化に

応じて提起されている課題についても提案してい

る。これらは学習指導要領の主な改訂事項である

と同時に ,これからの授業づくりにおける新しい視

点や課題であると受けとめることができる。

　ここでは ,特に教科等との関連でこれからの授業

づくりの新しい課題を解説する。

( 言語活動の充実 )
　国語をはじめとする言語は ,論理や思考など知的

活動だけでなく ,コミュニケーションや感性・情緒

の基盤となるものであるとの考えのもとに ,各教科

等において知識や技能を活用する学習活動を重視

するとしている。例えば理科 , 社会科などでは , 観

察・実験やレポート作成において ,視点を明確にし

て ,観察や見学した事象の差異点や共通点を記録し

たり報告したりする。

　言語活動の基本は国語の時間に体系的 ,系統的に

指導されるが ,その学習成果は国語の時間だけでな

く ,さまざまな教科等の学習においてそれぞれの教

科等の特質を踏まえて活用される。充実した言語

活動は , コミュニケーション能力をはぐくみ , 豊か

な人間関係と言語環境を構築するとしている。

( 伝統や文化に関する教育の充実 )
　わが国や郷土の伝統や文化に関心をもつととも

に , それらに対する理解を深め , 尊重する態度を身

につけることは , 日本人としての自覚をもち , 国際

社会において主体的に生きていくために必要なこ

とである。ここでは ,伝統や文化の継承だけでなく ,
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( 体験活動の充実 )
　答申は ,体験活動の意義について「自分と向き合

い ,他者に共感することや社会の一員であることを

実感することにより ,思いやりの心や規範意識がは

ぐくまれる」とともに ,「社会性や豊かな人間性 ,

基本的な体力や心身の健康 ,論理的思考力の基礎を

形成する」ことにあると述べている。体験活動が人

間としての人格形成に重要な役割を担っていること

は ,従来から指摘されてきた。

　体験活動は ,特に特別活動や総合的な学習の時間

を中心に重点的に実施されることになる。特別活動

では,小学校においては自然の中での集団宿泊活動,

中学校においては勤労観・職業観をはぐくむ職場体

験活動それぞれ重視されている。総合的な学習の時

間に体験活動を実施する場合には ,どのような問題

解決や探究的な活動を行うのか ,目的やねらいを明

確にし ,単に体験するだけに終わらないようにする

ことが大切である。

( 教科横断的な教育課題への対応 )
　これからの学校教育は ,社会の変化に伴って提起

されているさまざまな教育課題に対応することが求

められる。これらは教科等を横断した課題であり ,

その意味で全教育活動を通して推進すべきものであ

る。ここでは ,答申が指摘している課題について概

略を紹介する。(  ) 内は , 小学校において特にかか

わりのある教科等を示す。

・情報教育 : コンピュータや情報通信ネットワー

クなどの活用を通して , その基本的な操作の習

得 ,情報モラルにかかわる指導。 ( 総合的な学習

の時間 ,道徳 )

・環境教育:環境 ,資源・エネルギー問題(社会科),

野外での発見や気づきを生かす自然観察 ( 理

科 ), 資源や環境に配慮したライフスタイルの確

立などの内容。（家庭科） 

・ものづくり :図画工作 , 家庭科でのものづくり ,

体育での球技 , 音楽での合唱 , 社会科における

文化財への理解などを通して「もったいない」

というわが国の伝統的な考え方や , ものづくり

におけるチームワークの育成。

・キャリア教育 : 特別活動における望ましい勤労

観・職業観の育成 , 総合的な学習の時間や社会

科,特別活動における体験活動の体系的な指導。

・食育 : 給食の時間や家庭科など関連する教科を

はじめ , 全教育活動における食に関する指導。

その際 , 学校給食を教材として積極的に活用す

る。

・安全教育 :身の回りの生活安全 ,交通事故 ,災害

など安全に対する総合的な教育。

 今後 , 答申の内容を踏まえて ,学習指導要領の改

訂が行われる。本年度末を目処に ,文部科学大臣か

ら告示される見通しである。
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<司会 (北 )>
 11月 7日に中央教育審議会の教育課程部会から教育
課程の基準の改善のあり方についての「審議のまとめ」
が出されました。また ,これを踏まえて文部科学省から ,
「生きる力」という啓発資料が出されました。ここには ,
“「理念」は変わりません。「学習指導要領」が変わります”
とあり ,次期学習指導要領のおおよその方針が解説され
ています。先生方,それぞれのお立場で,特に感想を持っ
たところを挙げてください。

1. 中教審「審議のまとめ」を読んでの感想

川端：正直言って , 今の子どもたちの実態からすると ,

やらなければいけないことが多いと感じました。あれ

もこれも必要だと感じました。特に ,「言語活動の充実」

というところは ,普段接している子どもたちからも感じ

ているところですが , 学習の中だけでなく , 子ども同士

コミュニケーションが取れていないのを感じます。対人

関係を円滑に進めるためにも ,この言語活動はすごく大

事だと思いました。お互いに自分の意思を伝えられない

し ,そこで食い違いが起きてトラブルになっているなと

感じました。

瀧島：ここに示されている ,習得と活用と探究という学

習サイクルにとても関心を持ちました。「審議のまとめ」

を肯定的に捉えているのですが , 特に , この“活用”と

いう部分がまさに必要だと思っていました。現状から言

うと，習得する部分も教え込みすぎの部分があると言わ

れていたり ,習得の学習後すぐ活動に放り投げてしまっ

て , 活動のしっぱなしになっていたりして , 活用できる

ところまで教師が見届けるということがとても少なく

なっているのではないかと思います。活用できるところ

まで大事にするということが強調されているようなの

で , 全体を見ていて期待が持てるし , 自分たちも頑張ら

なくてはと思いました。

児島：家庭や地域の教育力が低下していて ,それを踏ま

えた対応になっていなかったという言葉が出ていました

が , ここには強く賛同できる部分がありました。現状と

しては ,家庭のほうで子どもたちを迎え入れてあげられ

なかったり ,生活が大変で教育に手が回らなかったりす

ることもあって ,小学校1年生の段階ですでに大きく差

がついてしまっている実態があります。これを先生方も

行政のサイドも十分に認識した上で ,教育をどうつくり

あげていくかを明確に謳われるようになってくれば一歩

前進するのではないかと思いました。

司会：一部に ,学校はそんなところまでやるのかという

指摘もありますが ,いかがですか?

児島：確かにその通りですが , だからといって学校の場

では , 子どもたちを見捨てられないので , 現状を先生や

学校が認識した上で , 学校として , 今後新たにどこから

スタートするかという位置づけを行政のサイドで明確に

して ,さらに各学校ごとに位置づけていけばよいと思い

ます。

■ コーディネーター ,司会 : 北 俊夫先生（岐阜大学教授）

■ 出席者（先生）

　　　・ 若手三喜雄先生（埼玉県川越市立高階南小学校・校長）

　　　・ 児島 信郎先生（東京都八王子市立山田小学校・副校長）

　　　・ 瀧島 二葉先生（東京都杉並区立第六小学校教諭 )

　　　・ 川端 幸子先生（東京都中央区立佃島小学校教諭）

“審議のまとめ”
　　　　　　　　をどう捉えたか?
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司会：学校の役割を再整理し , 確認することが必要とい

うことですね。

若手：“知識基盤社会の時代です。”ということがかなり

強調されていて ,まだ「学力」に踊らされているのでは

ないかと感じました。知識の確実な定着は当然大切です

が ,あまりにもそちらに意識が傾きすぎていないかと思

いました。「学力」の前に子どもたちの意欲を高めてい

かないと ,やる気は起きてこないと思います。子どもた

ちにかなり差がついてきたという分析もあるので ,子ど

もたちのやる気を出しながら ,どう授業を構築していく

かが大事です。知識基盤社会だからと，どんどん教え込

んで習得させていくばかりが強調されるのは心配だと感

じました。

司会：「審議のまとめ」には ,知識と技能というキーワー

ドが非常に多く出てきますね。知識と技能だけでなく ,

学習意欲や思考力・判断力・表現力等の基礎能力も学力

として位置づけられていますが ,どうしても知識・技能

がやや偏重されている印象がぬぐえないというご指摘で

すね。それでは ,別の視点からの感想があればお話くだ

さい。

瀧島：言語活動の重視ということからすると ,ますます

「国語力の向上」というものが重視されてくると思いま

す。国語力向上のキーワードは ,私たち教師の指導力向

上でもあると感じています。どんな内容をどの学年で指

導すべきかが , 教材の中に隠れてしまいやすく , ぶれや

すい教科だと思うので ,これからは言語活動の重視とい

うことで学習指導要領の中などでより打ち出してもら

い , はっきりわかってくると , 若手の先生が増えてくる

中で ,全体的に指導力のアップにつながってくるのでは

と感じました。

川端：学力の3つの要素が明確にされているところが印

象に残っています。知識や技能だけではなく , 学習意欲

や思考力・判断力・表現力が大切であることが明確にさ

れていることにとても納得がいきました。ただ ,それを

どのように授業の中で一人ひとり見取っていくのかは ,

これからの授業を考える上で ,すごく難しいなと感じま

した。

司会：学習意欲や思考力・判断力・表現力は平成4年度

ごろの“新しい教育観に立つ教育”の中でも言われてい

たことです。理念は変わらないが ,やり方に少し課題が

あったということでしょうね。

若手：思考力・判断力・表現力等は今までも当然 , 重視

してきたことですが ,具体的にそれらの力をつけられる ,

高める授業というのが具現化されなかったということに

大きな課題があったと考えます。ただ , 実際 , 授業時数

が考えられている分増えただけで ,果たしてどれだけ“活

用”ができるのかが心配です。知識基盤社会だから ,教

えることは増やしますよ ,実際に論文に書いたりまとめ

たりする時間を取りますよという割には ,時間数は足り

ない気がします。そんな中で , どうやっていったらよい

か苦慮すると思います。

司会：確かに ,知識や技能は教えて身につけることがで

きるかもしれませんが , 思考力・判断力・表現力等は教

えて身につくものではなく ,“育てる”ものだから , 時

間もかかるし ,指導の工夫も必要であるということです

ね。

児島：改善の具体的事項というところを見ると ,各教科

の中で , 観察や実験やレポートの作成をしていくという

ことが ,かなり具体的に踏み込んで書かれているように

思います。ここまで踏み込んで書いてあれば , あとは先

生の指導力ということにもなるかと思いますが ,単元を

見通した上で , 授業時数が増えた分を , ここの時間に充

てられるような指導計画をきっちり組めるか ,そういう

力を先生方がつけていくということが ,この改訂の趣旨

に応じることができるかどうかのポイントになるのかな

と感じました。

司会：「審議のまとめ」をもとに学習指導要領が改訂さ
れますが ,学校はこれから ,中教審から「答申」が出され ,
それに基づいてまとめの趣旨をどう実現していくか。保
護者との関係や ,教科指導や総合的な学習の時間の指導
等 ,教育課程全体を見たときに ,これからどう関わって
いったらよいと考えているかお話ください。

2. これからの学校は , どう変わっていかなければ
ならないか?

川端：まず1つは , 保護者との関係がすごく大切だと常

に考えています。保護者にも , 日ごろの子どもの学校で

の姿を見てもらうことが大切なのではないでしょうか。

それから ,教師がこんな想い で子どもと接しているとか

学級をつくろうとしているとかということを知ってもら

うことが大切だと思います。そうして ,保護者の方と一

司会：北 俊夫先生
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緒の考えで子どもに対しての指導ができれば良いなと普

段考えています。あともう1つは , 子どもたちが上級生

から受ける影響がすごく大きいなと感じています。上級

生が模範を示し ,その上級生に憧れを持つといった学校

になれば ,自然にコミュニケーション能力とか言語能力

とかがついてくるのではないか ,そういうふうに学校全

体で子どもたちの指導方針などの共通理解ができると ,

学校は変わっていくのかなと思います。

瀧島：学校として ,いろいろなことを先生同士でも共通

理解することが大事だと思います。今回も特別支援や英

語の導入などいろんなキーワードがありますが ,保護者

が言葉だけに踊らされて右往左往してしまい ,学校も混

乱してしまうのはよくないなと感じます。1つ 1つの

ことを学校の中で共通認識し ,それを学校が地域のセン

ター的な役割で保護者に発信していくことが大切なので

はないでしょうか。そうしないと多くの重い課題がある

ので ,保護者との間にも誤解や認識の違いで問題が起き

てくるのではないかと思いました。

司会：「生きる力」を育てることには誰も反対しない。

確かな学力の中身を聞くと ,知識・技能だけではなくて ,

思考力・判断力・表現力等や意欲的な面の資質・能力を

育てるとあり ,これも必要だと誰もが思っていることで

す。ところが ,その具体的なところや学力そのものの捉

え方が保護者と学校間はもとより ,学校の先生方の中で

も違っている,ずれがある。そのあたりの共通理解を図っ

ていくことがますます必要になってきたと言えそうで

す。管理職の先生の役割は大きいですね。

児島：学校が変わっていくためには ,小学校に入る前の

段階の ,保育園や幼稚園との連携を全面的に視野に入れ

ていかないと難しいのではないかと思います。小1プロ

ブレムの問題も「審議のまとめ」の中で取り上げられて

ますが ,入学する前の段階でお互いに情報を共有し合っ

て ,小学校に入学したらどうしたらよいかを考えていけ

るような学校でありたいと思います。また ,卒業して中

学に送るときのことを考慮して ,中学校の先生との連携

を図っていかなければならないと思います。

司会：学校種間の連携ということですね。これは , たい

へん重要なご指摘だと思います。

小学校と中学校がバラバラの考えでは子どもたちが迷惑

するし , 小学校と幼・保との関連も同様でないと , 子ど

もたちが一本の線の上で成長していけません。そう意味

では ,これからの学校を考える視点は ,1つの学級・1つ

の学年だけでなくて ,学校全体として見るという空間的

な視点と ,幼・保⇒小⇒中学校の流れの中で見るといっ

た時間的な視点が学校のあり方を考える上で大事だとい

うことなんでしょうね。

児島：ここのところ , クラスの問題は学年全体で , 学年

の問題は学校全体で共通認識を図りましょうという流れ

が出てきたという気がします。さらに ,ゆとりはない中

で ,学年の問題を学校全体としてどう取り上げて解決し

ていくかが ,これから先大事なのではと ,「審議のまとめ」

を読んで感じたところです。

若手：1つは , 学ぶ意欲をどう高めていくかということ

です。時間だけ増えても , 実際に子どもたちがどれだけ

意欲的に学習できるかが心配です。子どもを1人ずつ

面談して得意なことや将来の夢を聞いてみましたが ,高

学年になっても答えられない子どもが多い状況がありま

す。こういう状況の子どもたちに , 学ぶことの意味 , 学

習をすることは役に立つんだということを教えてあげた

い。夢を語ってくれる子どもたちから出てくるのは ,看

護婦さんになりたいとか大工さんになりたいといったも

ので , お父さんやお母さん , 身近な地域の人たちを見て

いることがわかります。保護者や地域の方たちの後ろ姿

を見せて育てていくことを訴えていきたいと思います。

2つ目に , 軽度発達障害などいろいろな問題もあります

が ,子どもたちが人間関係をあまりつくれないという状

況があります。“お互いに学び合う集団”を基盤にして ,

意欲というものにつなげていかないと難しいと感じてい

ます。

3つ目は保護者の関心の二極化ということだと思いま

す。関心のない保護者は病気の子どもを学校に預けて連

絡もつかないし ,元気な子どもは学校で面倒見るものだ

という姿勢です。これから ,そんな保護者や地域を巻き

込んで , どう学校運営をしていくかと同時に , 同じよう

な課題を抱えている幼・保や中学との連携をどうとって

いくかが難しいと思います。話し合いは定期的に持って

いく必要があると考えています。

司会：“意欲”や“子どもの人間関係づくり”といった

キーワードが出てきましたが ,これらの課題解決に向け

て ,何か策はあるのですか?

若手：子ども同士のコミュニケーションを中心にした研

究を ,国語に限らず総合や生活科の中でも行っています

児島 信郎先生
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が ,どう自分の考えを出していくかを大切にしています。

また , ただ自分の考えを出せばいいだけでなく , 自分の

考えをしっかり持って ,その考えに基づいていろんなこ

との良いところと悪いところを判断させることが大事な

のではないかと考えています。コミュニケーションとは,

ただ同調することではだめなのだと教える必要があると

思います。

川端：子ども同士の人間関係づくりについては ,学校全

体としてはありませんが ,生活指導朝会を実施している

ので ,問題行動のある児童についての情報交換はしっか

りしています。教員の間では同じスタンスでその児童と

接することができていたり ,ほかの学年の問題を把握し

ているので ,自分の学年の心構えとして受け止めていた

りはできていると思います。本当は,子ども同士のコミュ

ニケーションというのは ,子どもたちが自分より先輩の

学年を見て ,行動を考えたり判断したりできるようにな

ればいいのだろうと思いますが ,今のところそういう状

況になかなかならないといったところが課題だと思って

います。

若手：私の学校では ,意図的にいろいろな場面で6年生

がいちばん素晴らしい見本なのだというように ,強調し

てほめています。それがくずれてしまうと厳しいですね。

川端：クラスの中では ,意図的に一人ひとりの良いとこ

ろを探そうということを学級活動や普段の生活指導の中

でしています。どうしても悪いところに目を向けがちで

すが ,この活動を続けていくと良いところを見つけられ

るようになるし , 効果はあり , 人間関係は豊かになって

いると思います。

瀧島：わたしは意識して“学習の中で”子どもたちの関

係をつくりたいと思っています。例えば ,学習の中でそ

の児童の良いところを取り上げたりとか ,その児童の発

言などによってみんなの学習が深まったりとか ,子ども

の作品を教材として取り上げたりしています。意図的に

良い部分を生活の中だけでなく学習の中で取り上げて ,

認めたり自信を持たせたりする活動をするように心がけ

ています。

司会：異学年の場合には ,高学年の立派さを強調すれば ,

人間関係を保つことができますが , 同学年の場合には ,

学習の中で , 学び合うとか教え合うなど ,“○○し合う”

という関係がつくれれば ,それを通して人間関係が深ま

る可能性があると思います。でも , 現状としては , 指導

案などでは“話し合う”と書かれていますが，実際には

発表や報告で終わっており ,話し合いになっていないこ

とが多い。話し合うとか学び合うといった活動が本当に

できれば ,人間関係もつくられていくと思います。

 現状では様々な事情から ,“○○し合う”関係になりに

くいのが課題ですね。こうしてみると ,“関わり”は重

要なキーワードですね。

司会：これから教科の授業はどう変わっていくのか。改
善すべきところがあるようです。「審議のまとめ」の各
教科について書かれていることを読んで ,感想をお願い
します。

3. これからの授業 ( 各教科において ) は , どう変
わっていかなければならないか?

瀧島：まずは ,「古典の暗唱」が大きく取り上げられて

いますが ,これを見てしまうと教員や保護者は ,( どうし

て小学校段階で意味のわからない漢詩等をやらなきゃい

けないのと )“えっ ?”と思ってしまうと思う。しかし ,

当の子どもたちにとっては ,何かが読めるようになると

か ,何かを見ないでも暗唱できるようになることは喜び

なのではないでしょうか。大人が発想の転換をして ,ま

ず , 子どもたちが言葉に対して親しみが持てるという意

味で意識を変えていかなければいけないのではないかと

思います。何でも英語で話すのが格好いいというのでは

なくて , 日本語を大事にしていきたいという気持ちも ,

私たちは意図的に子どもたちに指導していかなければな

らないと感じました。より重視していかなくてはいけな

いことは ,子どもたちが自分で何かを表現できるところ

まで持っていく ,“インプットしたことをきちんと自分

でアウトプットする”ところまできっちり指導していく

ことです。本当にわかったかどうかを実際に自分で形に

してみて ,想いを確認して次に進んでいけるような授業

が求められているのではないでしょうか。そこに子ども

たちが喜びとか楽しみとか学習意欲の高まりとかを感じ

ていくのではないかと思いました。

司会：国語を研究されている先生の立場から ,まとめの

感想とか授業改善の方向についてコメントをいただきま

した。算数はどうでしょう?

川端：“活用する能力”というのがキーワードかと思い

ます。子どもたちが算数を使って生活に役立てるとか ,

 瀧島 二葉先生
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こんなことも自分で解決できるんだということを体感さ

せていく必要があると感じました。例えば ,4 年生の概

数についての学習を ,買い物の場面での効果的な概数の

使い方に気づくことができるように ,そういう場面設定

を授業の中でつくっていくことが大切かと思います。

司会：小学校の中では ,算数の学習の多くは日常生活に

つながりますが ,高校の因数分解の学習などはどうつな

がりますか。

川端：数 (数学とか算数 )の見方や面白さに気づくとい

う部分はあるのではないでしょうか。

司会：先ほど ,若手先生の「学ぶことの意味がわからない」

という ,子どもの素朴な質問にどう答えていくかとも関

わりがありますね。

児島：社会科では，体験的な活動の重視や社会科見学に

おいてのレポートとかもありましたが ,大きいのは縄文

時代の勉強がまた加わった点ではないでしょうか。時

代の変化を子どもたちに捉えさせていくときに ,ポイン

トになるのではないかと思います。また ,5 年生で県の

位置とか世界の国々をしっかりやるとありましたが ,子

どもたちを飽きさせずにどのように意欲的に興味・関心

をひきつけながら楽しく教えていけるのかがポイントに

なっていくと思います。社会科で身につけた大事な知識

を総合で深めていくという実践も見られますが ,社会科

は知識の習得だけを重視しているのではなく ,社会科本

来のものの見方や考え方を身につけさせることが大切だ

と思います。

若手：まとめに書かれているように ,具体的に比較した

り分類したりという活動をもう少し強調しても良いかと

思います。また ,人との関わりをもっと重視してやって

いくことが ,特に地域の人と関わりながら授業を組み立

てていくと ,地域の人も学校を肯定的に捉えてくれるよ

うになる部分があります。今後 , より一層 , そんな関係

も大事になると思います。

司会：地域の伝統や文化を含めて , 総合的な学習の時間

の内容が例示されることについてはどうですか?

若手：確かに学校間の格差はあるでしょうが ,ある程度

例示が出たほうが ,各学校が取り組みやすいのでありが

たいと思います。

司会：これまで総合的な学習の時間を使って ,全国の9
割を超える小学校で何らかのかたちで英語活動に充てて
いた実態があります。ところが ,学校によって実施の状
況に違いがあり ,保護者の立場から見ると不公平感もあ
り ,今後 ,共通して行うことについて提案されています。
今後 ,小学校の5・6年で外国語活動が必修となること
についてどう考えますか?

4. 各学校において外国語活動 (英語 )をどう行って
いくか?  課題は何か?

川端：中央区は今年から3年生以上は ,35 時間（週１

コマ）行っています。昨年までは ,月 1回程度でした。

今年から毎週取り入れるにあたり ,区や学校で確認した

ことは ,英語を教えるのではなくてコミュニケーション

を高める (積極的にコミュニケーションが図れる , 自己

( 意思 ) 決定ができる ) ことが目標であるということで

した。ですが，いざ始まってみると,AET＊も今年変わっ

たので教員とのコミュニケーションもなかなか取れない

し , 打ち合わせの時間も取れませんでした。でも , 子ど

もたちから見れば , いつも英語の先生が学校にいたり ,

毎週 1回授業で会えるという状況はいいのかなという

気がします。昨年は月1回だったので ,物珍しそうで楽

しそうでしたが , 今年は週1回となり , ありがたみや新

鮮味が少し薄らいできている感じはします。特に高学年

はモチベーションが下がり気味の実態がありました。そ

うなると,先生も日本語を使うようになってきて,コミュ

ニケーションを高めるというよりは“英語”を覚えると

いった授業になってしまった感じもありました。しゃべ

れなくてもいいから楽しい時間にしようということを

確認しました。小学校の英語はこういう時間なんだと

AETとも共通理解を持つことが大切なんだと思いまし

た。

瀧島：いちばんの課題は , 学校によってバラバラである

ことだと思います。コミュニケーションを高めていくの

に外国語を導入するのは本当に有効なのかなと疑問に

思っているところです。でもこれを受け止めて学校でど

うしようかと考えなければならないと思うのですが ,ま

ずは高学年の担任の負担がとても増えることは確実だと

思います。それを軽減するには ,担任が中心になって外

国語を指導するのはかなりの課題であり, ALT＊など自

治体から派遣された人が中心になってやってもらうのが

現実的だと思います。それから ,せめて同じ自治体では

　  若手 三喜雄先生



“審議のまとめ”をどう捉えたか？

同じレベルや基準の統一が明確にあって ,足並みを揃え

てないと保護者が敏感に反応すると思います。足並みが

揃った中で学校ごとに違う部分に力を入れても良いので

はないでしょうか。私たちは，英語が導入されることを

前提に教員の勉強をしていなかったので , せめて , 共通

のツールや指導の手引きなどフォローをしてもらうもの

がないと , ゼロから勉強して英語の指導をするのは , 難

しいと思います。5・6年生の担任を希望する先生はい

なくなるのではないでしょうか。

川端：高学年になればなるほど ,しゃべれないことに抵

抗感を持つ子どもたちが増え , クラスの一部の英語を

習っている子どもたちだけ盛り上がって ,大部分の子ど

もたちは授業に参加しなくなるという現状もあります。

でも , 低学年のうちから積み重ねていけば , 変わるのか

なとは思います。指導のしかたによっては、英語嫌いを

逆につくってしまうことも考えられます。

児島：外国語の指導は“ALTと担任で”と書いてあっ

たので , 指導者の育成が問題であると思います。「担任

の先生によって英語力が違うので , 難しい部分がある」

とALTに言われたことがあります。担任の先生との打

ち合わせの時間をどう確保するかが難しいと思います。

区市のレベルで外国語教育の計画をどこまで具体的にで

きるかが最大の課題かと思いました。

司会：いろいろ課題が多い時間になりそうですね。例え

ば教材。教科書はありませんから ,副読本を国がつくっ

て5・6年生に無償で配布することも考えられています。

あるいは , それを使った指導方法・指導計画 ,ALTを活

用する場合の指導体制 , また , オプションで実施される

1・2年生や3・4年生で実施する学校との関連が難し

いですね。

若手：3・4年生はゆとりがないので , どこで位置づけ

るのかが難しいですね。

司会：現在の学習指導要領は大綱的でわかりにくいとい
う意見もありますが , いかがでしょうか。『重点指導事
項例』という新しい言葉も現れましたが ,どのように受
け止められましたか?

5. 次期学習指導要領に ,どんな期待をしているか?

瀧島：算数などでは ,指導要領に学年でおさえなければ

ならない用語が示されていますが ,国語には現在それが

ありません。算数の掛け算をやらないで終わる先生はい

ませんが , 国語は例えば接続詞をとばして学習しても ,

それがそのときにとても困るという事態が起きないの

で , 漏れがたくさんある実態があると思います。この学

“審議のまとめ”をどう捉えたか？V P R E S S 7 号 ［ 特 別 座 談 会 ］

年では必ずこれを指導しなければいけないというものが

明示されれば ,皆さんが意識する1つの目安や指針にな

るのではないかでしょうか。少し国語科が科学的になる

というか ,はっきりとしたガイドラインになってくれる

のではないかという期待はあります。

司会 :ここでいっている重点指導事項例というのは ,「学

習指導要領の中で」という限定があるようです。これだ

けは身についていないと社会で自立して生活するのに困

るとか ,身についていないと次の学習に困るということ

を「重要指導事項」といっているようです。学習指導要

領は最低基準ですから ,重点指導事項との関係が2階建

てになるし ,もし指導要領に示されていないものが示さ

れると ,基準が2つになります。どのように示されるの

か今のところわからない。

 平成 17年 10月に義務教育答申が出されたとき ,国民

一人ひとりの人格形成と国家社会の形成者の育成という

教育の目的が示されました。義務教育のゴールが示され

たので ,それに基づいて各教科のゴールを示しましょう

ということで ,各教科の「到達目標」の明確化が提言さ

れました。ところが , 知識・理解的なことは示しやすい

けれど , 能力・態度的なことは示しにくい。今回 , 重点

指導事項例が示された背景は何か ,必ずしも明確ではあ

りません。

 年度末までには , 新しい学習指導要領が告示されます。

注目してみたいと思います。

 これからの学校や先生方は ,新しい学習指導要領の趣旨

をはじめ , 改訂された部分やその理由 , さらにはこれか

らの授業づくりの改善点などについて理解を深めること

が必要になります。そのためには ,今後の校内研修が大

きなカギになるでしょう。現行の学習指導要領では ,理

念が十分に共有されていなかったと指摘されています

が ,今度こそ同じ轍を踏まないようにしたいものです。

 司会：先生方 ,本日は貴重なご意見をお出しいただき ,
ありがとうございました。

川端 幸子先生

＊AET：アシスタント・イングリッシュ・ティーチャー（英語指導助手）
＊ALT：アシスタント・ラングウェッジ・ティーチャー（外国語指導助手）



       ブイプレス



新学習指導要領実施までのタイムテーブル



       ブイプレス

◆ 改訂のポイントに対する具体的な方策（特に，２・３・４に対して）

｢ ２．基礎的・基本的な知識･技能の習得｣ に対して

　①発達や学年の段階に応じた指導の重視　　　②重点指導事項例の提示

｢ ３．思考力･判断力･表現力等の育成｣ に対して

　・各教科等で，記録，要約，説明，評価，論述などの言語活動を重視する。

　・これらの能力の基盤となるものは言語であり，その中心は国語である。

　　⇒低・中学年の国語科で，音読や漢字の読み書き，古典の暗唱等

｢ ４．確かな学力の確立のために必要な授業時間数の確保｣ に対して

　・特定の必修教科の授業時数を確保する。

　・総合的な学習の時間のあり方を見直し，教科指導と総合との円滑な接続を図る。

【答申】された内容には，上記の基本的な考え方に基づいて，各教科の改善のポイントが示されています。こ

こでは4教科と，｢総合的な学習の時間｣について紹介します。

次期学習指導要領改訂の
基本的な考え方

“これだけは知っておきたい！”

豊かな心や
健やかな体の
育成のための
指導の充実

確かな学力
の確立のために
必要な授業時数
の確保

思考力・
判断力・表現力
等の育成

基礎的･
基本的な
知識･技能の
習得

｢生きる力｣
という
理念の共有

学習意欲の
向上や

学習習慣の
確立

1 65432
改訂のポイント

学力と学習状況

○　 思考力・判断力・表現力等を問う読解力や

記述式の問題に課題

○　 国際比較：学校外で宿題をする時間は最短，

テレビやビデオを見る時間は最長，手伝い

をする時間は平均の半分程度。

心と身体の状況

○自制心や規範意識の希薄化

○生活習慣の確立や体力が不十分

○問題行動，いじめによる自殺

○学習や将来の生活に無気力，不安感

○自分に自信のある子どもが少ない

○人間関係の形成が不得手

◆ 子どもたちの現状と課題から

◆ 教育基本法第2条（教育の目標），学校教育法第21条（義務教育の目的）等から

学力の重要な要素（３つを明示）

①基礎的・基本的な知識・技能の習得

②知識･技能を活用して課題を解決するために必要な

　思考力･判断力･表現力等

③学習意欲

｢生きる力」を支える

以下の3つの調和を重視

・確かな学力

・豊かな心

・健やかな体



● 基本の方針

● 具体的な内容

次期学習指導要領改訂の基本的な考え方

▼　 文章や資料の解釈，熟考・評価や論述形式などの読解力，

論理的に記述する力などに課題がある。

▼　 使用頻度が低いものや，使用範囲が狭い漢字の定着が十分

でない。

▼　 敬語を生活の中で適切に使うことができるようにする必要

がある。

◎　 言語の教育という立場を一層重視し，①国語に対する関心を高め，国語を尊重する態度を育てる。

②実生活で生きてはたらき，各教科等の学習の基本ともなる国語の能力を身に付ける。③我が国の

言語文化を享受し継承･発展させる態度を育てる。

◎　 現行の領域構成は維持しつつ，基礎的･基本的な知識･技能を活用して課題を探究することのできる

能力を身に付けるため，実生活の様々な場面における言語活動を具体的に内容に示す。また，〔言

語文化と国語の特質に関する事項〕を設ける。

◎　 日常生活に必要な国語の能力の基礎を確実に育成することを目指し，学年段階ごとに重点的な指導

が行われるようにする。

　｢話すこと･聞くこと｣，｢書くこと｣，｢読むこと｣では，日常生活に必要とされる言語活動＜対話，記録，

報告，要約，説明，感想など＞を行う能力を確実に身に付けることができるよう継続的に指導し，課題

に応じて必要な文章や資料等を取り上げ，基礎的･基本的な知識･技能を活用し，相互に思考を深めたり

まとめたりしながら解決していく能力の育成を重視する。

　〔言語文化と国語の特質に関する事項〕では，言語文化に親しむ態度を育成することを重視する。また，

言語の多様な働きについての理解を重視する。

　今までの〔言語事項〕については，関連する領域の内容に位置付けるともともに，必要に応じてまと

めて取り上げる。

１　言語文化としての古典に親しむ態度の育成…

　　易しい古文や漢詩・漢文の文章について音読や暗唱を重視する。

２　漢字の指導… 上の学年の配当漢字や学年別漢字配当表以外の常用漢字についても，振り仮名を用い

て読む機会を多くしたり，実際の文章等の中で繰り返し学習させたりする。

３　ローマ字の指導…情報機器の活用や他の学習活動との関連を考慮し，より早い段階から指導する。

４　敬語の指導…基本的な知識を理解し，実際の場面において使い慣れるようにする。

５　読書の指導…目標をもって読書し，日常的に読書に親しむようにする。

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第6学年 合計

現行指導要領 272 280 235 235 180 175 1377

新　指導要領 306 315 245 245 175 175 1461

時間数の増減 ＋34 ＋35 ＋10 ＋10 －5 0 ＋84

■ 授業時間数が増える（特に低学年で大幅に）

主な課題主な課題



       ブイプレス

● 基本の方針

● 具体的な内容

▼　 基礎的・基本的な知識・技能，概念が十分に身に付いてい

ない状況があり，それらを活用することの重要性が指摘さ

れている。

▼　 新しいものを創り出し，よりよい社会の形成に向けて，主

体的・積極的に社会に参加し課題を解決する力を身に付け

させることの重要性が指摘されている。

◎　 社会的事象に関心をもって，多面的･多角的に考察し，公正に判断する能力と態度を養い，社会的

な見方や考え方を成長させることを一層重視する。

◎　 基礎的・基本的な知識，概念や技能を確実に習得させ，それらを活用する力や課題を探求する力を

育成する視点から，習得すべき知識，概念の明確化を図る。

◎　 各種の資料から必要な情報を集めて読み取ること，社会的事象の意味や意義を解釈すること，事象

の特色や事象間の関連を説明すること，自分の考えを論述することを一層重視する。

◎　公共的な事柄に自ら参画していく資質や能力を育成すること。

１　基盤となる知識の習得

　広い視野から地域社会や我が国の国土に対する理解を一層深め，日本人としての自覚をもって国際社

会で主体的に生きていくための基盤となる知識・技能を身に付けることを重視する。

　〔例〕・地図帳や地球儀の活用を一層重視する。

　　　・ ４７都道府県の名称と位置，世界の主な大陸や海洋，主な国の名称と位置などを調べる活動を

新たに加え，自分の住む県の位置，世界の中での我が国の位置及び領土をとらえられるように

する。

２　社会の形成に参画する資質・能力の育成

　我が国の歴史や文化を大切にし，日本人としての自覚を持つようにするとともに，持続可能な社会の

実現など，よりよい社会の形成に参画する資質や能力の基礎を培うことを重視する。

　〔例〕・縄文土器が使われていたころの人々のくらしを新たに加える。

　　　・社会を営む上で大切なルールや法及び経済などに関する基礎となる内容を扱う。

　　　・環境保全，防災及び伝統や文化，景観，産物などの保護・活用を重視する。

第3学年 第4学年 第5学年 第6学年 合計

現行指導要領 70 85 90 100 345

新　指導要領 70 90 100 105 365

時間数の増減 0 ＋5 ＋10 ＋5 ＋20

■ 授業時間数が増える

主な課題



● 基本の方針

● 具体的な内容

次期学習指導要領改訂の基本的な考え方

▼　 計算の意味を理解することや身に付けた知識・技能を実生

活や学習で活用すること，自分の考えを数学的に表現する

ことなどに課題が見られる。

▼　 粘り強く考え抜き，問題を解決することによって得られる

達成感や自信を基に自尊感情や主体性を育むことが必要で

ある。

　子どもたちが，算数を学ぶ意欲を高めたり，学ぶ意義や有用性を実感したりしながら，思考力・判断

力・表現力を高めるようにするために次のことを重視する。

◎　算数的な活動を一層工夫し，数量や図形の意味を実感的に理解できるようにすること。

◎　 算数の系統性を大切にしながら，学年間で学習内容の一部を重複させ，発達や学年の段階に応じた

反復（スパイラル）によって内容を確実に定着させること。

◎　 学習し身に付けたものを，日常生活や他教科等の学習，より進んだ算数の学習へ活用していくこと。

◎　 根拠を明らかにし筋道を立てて体系的に考え，自分の考えを分かりやすく説明したり表現したりで

きること。

１　領域構成

　領域構成は従来どおりだが，低学年に｢数量関係｣の領域を新設する。

２　｢数と計算｣領域

　〔例〕 発達や学年の段階に応じた反復（スパイラル）による教育課程により，整数，小数，分数の計

算能力を確実に身に付け，なだらかに発展させるように改善する。中学年で計算の見積りを指

導し，見通しを持ったり適切に判断したりできるようにする。

３　｢量と測定｣領域

　〔例〕 中･高学年で量の単位の関係を調べてまとめたり，高学年で既習の面積の求め方を活用して，ひ

し形や台形の面積の求め方を考え，説明したりする内容を指導する。

４　｢図形｣領域

　〔例〕 低学年から高学年にわたって平面図形と立体図形の両者をバランスよく指導する。また，高学

年で図形の合同や拡大図･縮図などの内容を指導する。

５　｢数量関係｣領域

　〔例〕 低学年から表やグラフを用いて数量についての事柄をまとめる内容や，中･高学年では，□や文

字を用いた式を指導する。また，高学年で比例と反比例の内容を充実する。

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第6学年 合計

現行指導要領 114 155 150 150 150 150 869

新　指導要領 136 175 175 175 175 175 1011

時間数の増減 ＋22 ＋20 ＋25 ＋25 ＋25 ＋25 ＋142

■ 授業時間数が大幅に増える

主な課題



       ブイプレス

● 基本の方針

● 具体的な内容

▼　 理科学習や科学に対する興味・関心が国際的に見て低い。

▼　 理科学習の基盤となる自然体験・生活体験が乏しくなって

きている。

▼　 基礎的な知識・理解が十分でない。

▼　 科学的な思考力・表現力が十分でない。

◎　 知的好奇心や探究心を持って観察，実験を行うことにより，科学的に調べる能力や態度を育てると

ともに，科学的な認識の定着を図り，科学的な見方や考え方を養う。

◎　 基礎的・基本的な知識･技能は，実生活における活用や論理的な思考力の基盤として重要であるこ

とから，発達段階を踏まえて，理科の内容の構造化を図る。

◎　 科学的な思考力･表現力の育成を図る観点から，学習活動を工夫・充実させる。

◎　 理科を学ぶことの意義や有用性を実感する機会を持たせ，科学への関心を高める観点から，実社会

･実生活との関連を重視する内容を充実する。また，持続可能な社会の構築が求められている状況

に鑑み，環境教育の充実を図る。

１　領域構成を改める（児童の学び方の特性や，中学との接続などを考慮）

　現行：｢生物とその環境｣，｢物質とエネルギー ｣，｢地球と宇宙｣の３領域

　⇒新：｢物質・エネルギー ｣，｢生命・地球｣の２領域とする

　｢物質・エネルギー ｣（観察・実験，ものづくりの指導に重点をおく。）

　〔例〕・風やゴムの働き，物の重さ，電気の利用

　　　・振り子は小学校で，衝突は中学校に移行する。

　｢生命・地球｣（ 観察やモデルなどを通したり，自然災害などの視点と関連付けたりして探究すること

についての指導に重点をおく。）

　〔例〕・自然の観察，人の体のつくりと運動，太陽と月などを指導する。

　　　・ 卵の中の成長と母体内の成長，地震と火山は選択ではなく両方指導する。

２　表現する活動の重視

　科学的な見方や考え方が一層深まるように，観察・実験の結果を整理し，考察し，表現する学習活動

を重視する。

３　科学的な体験，自然体験の充実

　生活科との関連を考慮し，ものづくりなどの科学的な体験や自然体験の充実を図る。

第３学年 第４学年 第５学年 第6学年 合計

現行指導要領 70 90 95 95 350

新　指導要領 90 105 105 105 405

時間数の増減 ＋20 ＋15 ＋10 ＋10 ＋55

■ 授業時間数がどの学年も増える

主な課題



● 基本の方針

● 具体的な内容

次期学習指導要領改訂の基本的な考え方

▼　 大きな成果を挙げている学校はあるが，当初の趣旨・理念

が十分に達成されていない。

▼　 補習学習のような，もっぱら特定の教科の知識・技能の習

得を図ることが行われている。

▼　 運動会の準備等，学校行事と混同した実践が見られる。

◎　 体験的な学習に配慮しつつ，教科の枠を超えた横断的･総合的な学習，探求的な活動となるように

充実を図る。

◎　 教育課程における位置づけを明確にし，総合的な学習の時間の趣旨等について，総則から取り出し

新たに章立てをする。

◎　 各教科，選択教科，特別活動のそれぞれの役割を明確にした上で，総合的な学習の時間におけるね

らいや育てたい力を明確にする。

◎　 子どもたちの発達段階を考慮し，各学校における実践を踏まえ，各学校段階の学習活動の例示を見

直す。

１　ねらい及び学習内容の明確化

　子どもたちにとっての学ぶ意義や目的意識を明確にするため，実社会や実生活とのかかわりを重視す

る。

　〔例〕日常生活における課題を発見し解決しようとするなど

２　育てたい視点の例示

・学習方法に関すること：情報を収集し分析する力，わかりやすくまとめ表現する力など

・自分自身に関すること：自らの行為について意思決定する力，自らの生活のあり方を考える力など

・ 他者や社会とのかかわりに関すること：他者と協同して課題を解決する力，過大の解決に向けて社会

活動に参加する態度など

３　学習活動の例示

　地域の人々の暮らし，伝統や文化に関する学習活動

◆｢総合的な学習の時間｣と小学校段階の外国語活動との関連
　外国語活動は，総合的な学習の時間とは別に高学年において一定の授業時間時数（年間35単位時間，週1コマ相当）を確保

する一方，教科とは位置付けないことが適当と考えられている。その上で，高学年において外国語活動を設けることなどから，

総合的な学習の時間の授業数については，各学年において35単位時間（週１コマ相当）程度縮減することが適当とされている。

第３学年 第４学年 第５学年 第6学年 合計

現行指導要領 105 105 110 110 430

新　指導要領 70 70 70 70 280

時間数の増減 －35 －35 －40 －40 －150

■ 週 3時間⇒週2時間へ減少する

主な課題



       ブイプレス

○ 国語A（知識）について，児童の平均正答率が81.7％であり，相当数の児童が今回出題し

ている学習内容をおおむね理解していると考えられる。

○ 国語B（活用）について，児童の平均正答率が63.0％であり，知識・技能を活用する力に

課題がある。

【話すこと・聞くこと】

◆（A） 話し方に関する知識（聞き手の反応を確かめながら話すこと）や聞き方に関する知識 

（要点をメモに取りながら聞くこと）の理解に課題がある。

【書くこと】

◆（B） 説明文で述べている事柄の理由を要約すること，資料から必要な事柄を取り出して与

えられた条件に即して書き換えることに課題がある。

【読むこと】

◆（A）物語の登場人物の関係を押さえて心情を把握することに課題がある。

◆（B）文章の内容と資料の情報とを関係付けて正しく読み取ることに課題がある。

◆（B）二つの文章の共通点を評価し，自分の考えをまとめることに課題がある。

【言語事項】

◆（A）文の構成を理解して，1文を2文に書き換えることに課題がある。

【話すこと・聞くこと】

○ 聞き手の反応を見て調整しながら話したり，話の要点のメモを取りながら聞いたりするな

どの具体的な言語活動を取り入れ，これを通じて，話すこと・聞くことに関する知識・技

能を定着させる指導の充実を図る。

【書くこと】

○ 文章を要約したり，字数や様式などの与えられた条件に即して書き換えたりする言語活動

を多く取り入れるなどの指導の充実を図る。

【読むこと】

○ 登場人物相互の関係を押さえながら，登場人物の心情や性格，考え方などをとらえるよう

にする言語活動の充実を図る。

○ 文章とグラフ・図などを含む題材を取り上げ，文章の内容と資料の情報とを関係付けなが

ら的確に読む言語活動の充実を図る。

○ 複数の文章や資料を取り上げ，観点を設定して比べて読む言語活動の充実を図る。

【言語事項】

○ 文の構成についての理解の定着を図るために，2つの内容を1文にまとめたり，1文を内

容ごとに分けて書き換えたりする言語活動の充実を図る。

結果の考察

課題のある点

指導改善の
ポイント

 国語



○ 算数A（知識）について，児童の平均正答率が82.1％であり，相当数の児童が今回出題し

ている学習内容をおおむね理解していると考えられる。

○ 算数B（活用）について，児童の平均正答率が63.6％であり，知識・技能を活用する力に

課題がある。

【数と計算】

◆（A）数の意味と大きさの理解に課題がある。

◆（A）問題文から式を考えることに課題がある。

◆（A）計算の工夫を理解し，その計算方法を説明することに課題がある。

【量と測定】

◆（B） 地図から複数の図形を見いだし，必要な情報を取り出して面積を比較し，説明するこ

とに課題がある。

【数量関係】

◆（A）計算の順序についての決まりを理解して計算することに課題がある。

◆（B）百分率を用いて問題を解決することに課題がある。

◆ （B） 式の形に着目して計算結果の大小を判断し，根拠を明確にして説明することに課題が

ある。

【数と計算】

○ 様々な数を数直線上に表す活動など，数の意味や大きさを調べたり表したりして理解する

活動の充実を図る。

○簡単な数に置き換えて式を考える活動など，工夫して立式する活動の充実を図る。

○数を多面的に見て（100＝ 25× 4など）計算の工夫を考える活動の充実を図る。

【量と測定】

○ 情報過多の場面や課題から，問題解決のために必要な情報を選択して考える活動の充実を

図る。

【数量関係】

○ 加減や乗除を用いる具体的な場面と式の表現とを結び付けて考える活動などを通して，計

算の順序を意識できるようにする指導を重視する。

○ 日常生活で百分率が用いられる場面について考える活動などを通して，百分率の意味の理

解を深める指導を重視する。

○式の形に着目して計算結果を考え，根拠を明らかにして説明する活動の充実を図る。

「全国学力・学習状況調査」結果の考察

結果の考察

課題のある点

指導改善の
ポイント

算数



つの

       ブイプレス



つの

新刊紹介



       ブイプレス



特　 長　
●新出漢字表に音・訓マークつき！
●豊富な用例・熟語！
●壁に貼れる漢字表つき！
●学習した日付を書きこめる記録表つき！
●実践アイデア満載の「完全活用術」つき！
※別売「切りとり式漢字テスト」，「ちびまる子ちゃんシール」もあります

特　 長　
●大判で書きやすい！
●全漢字に
　「漢字のなりたち」
　または「コラム」つき
●豊富な用例
●１・２年は１ページ１漢字で構成
●２年は，１年の全漢字もなぞり練習できる

特　 長　
●１週間で１０漢字をマスター！
　 【１日目】 表の５漢字を覚える　　 【２日目】 裏の５漢字を覚える
　 【３日目】 覚えた漢字の練習　 　  【４日目】 覚えた漢字のテスト
　 【５日目】 間違えた漢字の再テスト

●巻末テストの形態を選べます！

特　 長　
●漢字・言葉・読解の総合ドリル
●全漢字の練習，テストができる
●「言葉」のページが充実！

特　 長　
●１ページ１観点で使いやすい！
●小単元にもきめ細かく対応した構成
●つまずきへの対処に！「指導のポイント」が充実
●「ひまわり先生」（P28）で簡単集計！

or

「コロちゃんシール」つき

「ちびまる子ちゃんシール」つき

シール＆
シール台紙つき

朝
授
漢
自
家

評　価評

朝
漢
自
家

朝
漢
自
家

授
自
家

授
自
評

本体にテストも綴じ込み テストだけバラでお届け

〈構成〉

新出漢字
読み・書き 言　葉 読み取り

活用力をのばす！ 国語Vプリントつき
New

別売
「A4カラーファイル」
９０円

朝 朝学習 授 授　業 漢 漢字タイム 自 自　習 家 家庭学習

とじタイプ バラタイプ

実
践
ア
イ
デ
ア
満
載
！

「
完
全
活
用
術
」つ
き

「Aプリントのみ」と
「Vプリントつき」から
選べます！ 　

学校納入定価
学期刊　 ３３０円
上下刊　 ３３０円（１年）
　　　　 ４８０円（２～６年）

学校納入定価 年　刊　400円上下刊

学校納入定価 年　刊　490円上下刊

学校納入定価 上下刊　490円

学校納入定価
学期刊　Aプリント　 ２９０円
　〃　　 Vプリント　 ３２０円
上下刊　Aプリント　 ４２０円
　〃　　 Vプリント　 ４６０円

低学年に
大好評！

読解力が
つきます！



       ブイプレス

光文の算数ドリルの選び方

何
よ
り
も
計
算
の
力
を

定
着
さ
せ
た
い

たくさんの問題を何度も
練習させたい。

くりかえし
計算ドリル
くりかえし
計算ドリル

計算力をしっかり
身につけさせたい。

算
数
の
力
を
総
合
的
に
の
ば
し
た
い

基礎から発展までステップ
式で学力アップを図りたい。

毎ページに基礎から発展
までの問題がほしい。

バラ式で評価にも使える
ものがよい。

計算
ぐんぐん
計算
ぐんぐん

計算
Vスキル
計算
Vスキル

算数
Vドリル
算数
Vドリル

算数Aプリント
算数Vプリント
算数Aプリント
算数Vプリント



特　 長　
●基礎・基本が身につく！
●計算力を高める！
●　　　「ノートの書き方チェック」つき！
●　　　学習した日付を記入「計算がんばり記録」掲載！
●　　　教師用に実践アイデア満載「完全活用術」つき！
※別売「切り取り式計算テスト」「ちびまる子ちゃんシール」もあります。

特　 長　
●ノート感覚で使える方眼ドリル
●計算単元には毎ページ方眼入り
●基礎・基本が身につく！
●計算力を高める！
★教科書の上下に完全対応

特　 長　
●５段階スキルアップ
　～復習から力だめしまで！
●習熟度別学習に最適！
●「準備」は学習に入る前のレディネス問題。
★教科書の上下に完全対応

特　 長　

特　 長　
●使いやすい１ページ１観点！
●主要単元には「力だめし」つき
●つまずきへの対応に！「ここをチェック」掲載
●「ひまわり先生」（P28）で簡単集計！

朝
授
計
自
家

評　価評

朝
計
自
家

朝
計
自
家

授
自
家

授
自
評別売

「Aカラーファイル」
９０円

朝 朝学習 授 授　業 計 計算タイム 自 自　習 家 家庭学習

実
践
ア
イ
デ
ア
満
載
！

「
完
全
活
用
術
」つ
き

「Aプリントのみ」と
「Vプリントつき」から
選べます！ 　

学校納入定価 学期刊　330円
上下刊　480円

学校納入定価 上下刊　490円

学校納入定価 上下刊　490円

学校納入定価 上下刊　490円

学校納入定価
学期刊　Aプリント　 ２９０円
　〃　　 Vプリント　 ３２０円
上下刊　Aプリント　 ４２０円
　〃　　 Vプリント　 ４６０円

詳しい
計算の
しかた

わかりやすい
方眼ドリル！！

活用力をのばす！ 算数Vプリントつき
New

取り組み
やすい
方眼入り

シール＆
シール台紙つき

●毎ページ３ステップ式で学力向上！
●１ページの中で基礎・基本から発展問題まで出題
★教科書の上下に完全対応

基礎・基本が
しっかり定着

きほん

思考力を育む

チャレンジ
学力が確実に
身につく

ぐんぐん

別冊縮刷解答

別冊縮刷解答

別冊縮刷解答

「ちびまる子ちゃんシール」つき

Vスキルの5段階システム

New！

New！

New！



1

2008

かんたん！充実！学習成績診断ソフト

の

先生のパソコンを使って

通知表が作成できます。
集計ソフト

初！

20
年度版
20
年度版

・全国の通知表調査をもとに『ひまわり先生』に標準的な通知表をご用意しました。
・必要に応じて，評価の表示方法・評価文・出欠の記録・所見の表示等を選択できます。
・ファイルしやすい「表紙，学習のようす，学校生活のようす，修了証」の 4枚構成です。

学習のようす 学校生活のようす

●ひまわり先生に入力した「テストの成績」を参照しながら，評価や評定を編集できます。
●ひまわり先生に入力した「出欠の記録」や「特活の記録」が自動的に転記されます。
●児童ごとの編集だけでなく，クラス全体を見通した一覧表による編集が可能です。
●通知表作成中でも追加や修正があれば，いつでも簡単に対応できます。

ひまわり先生の通知表作成はこんなに簡単・便利です！

表紙・修了証

　『ひまわり先生』を学級担任の先生に
ご利用いただき，全校で統一した通知表を
簡単に作成することができます。

       ブイプレス



面倒な得点入力も，「マウス用テンキー」を使って，
マウスで簡単に入力できます。特にノートパソコ
ンの場合には便利です。

他社テストの場合に自動的に起動する「簡単設定ウィザード」で，面倒な単元設定も
マウスで選択するだけ。あとは光文テスト同様に得点入力，成績集計ができます。

ひまわり先生専用電子採点ペン（ゼブラ株式会社）
をご使用いただくと，答案の採点と同時に得点を
自動入力することができます。

すべての資料が Excelファイルで出力できるので，
自由に加工することができます。

得点入力がさらに簡単に！機能1

得点を入力するだけで
　　きめ細かい成績資料を作成！

機能2

他社テストも簡単集計！機能3

2008

大好評

5
点
単
位
の
テ
ン
キ
ー通

常
の
テ
ン
キ
ー

①マウス用テンキー

②専用電子採点ペン（別売）New

成績診断シート【観点別＋単元別】

各種資料が
選択できます

保護者への説明も万全です！
【観点別･学期】【観点別･年間】【単元別】もあります。

便利な機能をご紹介します！



       ブイプレス

●●●　はじめに

　本校は，福岡市の南に隣接した春日市北部に位

置し，本年度で開校９年目を迎えた学校である。

開校当初から「学びとふれあいのコミュニティづ

くり」を合い言葉に学校づくりを推進してきた。

さらに，平成17年度から２カ年間，文部科学省に

よる「コミュニティ・スクール調査研究校」の指

定，及び17年度から３カ年間の春日市教育委員会

研究委嘱指定を受け，「地域運営学校」の実践的な

運営の在り方を究明してきた。本校は，学校・家庭・

地域の三者が目標を共有化するとともに，それぞ

れの役割を明確にした教育活動を推進しようとし

ている。三者及び教育委員会の代表者による「学

校運営協議会」を設け，協議や承認，評価等を進

めながら三者が連携した開かれた学校づくりを精

力的に推進している。

　本校は，平成18年度から二学期制を導入した。

それに伴い，機能的・組織的に行う評価システム

の一つとして，学校全体で，光文書院の“ひまわ

り先生”を活用した学力診断シートの作成を行っ

てきた。担任による子どもの学力評価と保護者へ

の説明を行う評価システムの一つとして，積極的

に活用している。（『Ｖプレス』Vol.5 ／ 2007年

１月発行を参照）

　本年度（平成19年度）は，さらに，“ひまわり

先生”に連動した通信簿（通知表）作成機能を導

入し，子どもの学力の客観化と担任の作業の効率

化を図った。

　本稿では，通信簿（通知表）作成機能の導入の

経緯と通信簿作成の概要について報告する。

●●●１　通信簿（通知表）作成機能導入のねらい

　本校で通信簿作成システムを導入しようとした

ねらいは，次の２点である。

　一つは，二学期制において学校総体で“ひまわ

り先生”の学力診断システムを活用し，学期末の

評価を可能な限り客観化したものにすることであ

る。“ひまわり先生”の学力診断システムを活用し

た子ども一人一人の学力の数値化は，担任が客観

的に評価するための貴重な判断材料となる。“ひま

わり先生”2008年版に備えられる“通知表シス

テム”は，各学期のテスト等の成績を反映した評

価が教科ごとに反映される。主観的（あいまい）

な判断を防ぐ効果的な資料である。

　二つは，IT活用に伴い，担任教員の作業の効率

化と負担軽減を図ることである。言うまでもなく，

担任の学級事務は膨大なものであり，学期末は学

力の診断と通信簿（通知表）作成のために，多忙

を極める。担任のコンピュータの操作については

技能面の温度差がある。本校では，一昨年度から

学校全体で“ひまわり先生”の数値入力と学力診

断シート（児童の個票）作成を進め，一定の作業

上の技能を獲得してきた。この段階的な導入によ

り，通信簿作成のシステムの導入が担任教員の作

業の効率化と負担軽減につながることを確信して

いる。

●●●２　通信簿（通知表）作成機能導入の経緯

　本校では，次のような経緯を経て通信簿（通知表）

機能を導入した。

　まず，光文書院の担当者と打ち合わせをした。

評価の客観性を高め，
担任の作業の効率化を図る
“ひまわり先生"の
通信簿（通知表）作成機能
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18年度に，学校全体で“ひまわり先生”の学力診

断システムを活用していたことから，このデータ

を通信簿（通知表）の総合判定に反映させ，校内

で印刷できるシステムを構築したいと考え，技術

的な相談を行った。当然，学校長の承認を経て行っ

たことは言うまでもない。本校は地域運営学校で

あることから，学校運営協議会での報告も経て打

ち合わせに臨んだ。

　次に，校内で，校務分掌における教務と評価担

当職員との打ち合わせをした。

　通信簿（本校の名称「かがやく子」）の各頁につ

いて，表紙から学習の様子，生活の様子，裏表紙

（修了証）の体裁，及び各頁の細部（各教科の観点

別の評価項目，生活欄の項目，各枠の大きさなど）

見直し，19年度の通信簿の内容を決定し，エクセ

ルでデータ化して光文書院に打診した。

　19年度を迎え，４月と７月に，校内で“ひまわ

り先生”と“通信簿（通知表）作成システム”の

入力及び操作等の説明会を実施した。（本校の前期

末は10月上旬であり，担任による通信簿作成時期

は９月になる。）

　18年度から“ひまわり先生”の学力診断システ

ムを学校全体で活用しているが，４月には教職員

の異動がある。年度当初と新しい（通信簿作成の）

システムの導入時には，必ず担任の側に立った説

明の場を設定することと，共通理解を図ることが

重要である。

　なお，本校では，保護者に子どもの学力や生活

の様子を説明・報告する評価資料として，前後期

２回の通信簿「かがやく子」と，“ひまわり先生”

の学力診断システムを活用して作成する「各教科

の単元別診断シート（個票）」を夏季・冬季休業前

の２回，計４回の作成と報告の機会を設けている。

　「各教科の単元別診断シート」については，『Ｖ

プレス』VOL.5で述べているので，本稿では省略

するが，ともに学校からの一方的な「通知」では

なく，子どもをよりよく理解し伸ばすために，学

校と保護者との双方向でやりとりすることに重点

を置いている。本校の「かがやく子」が“通知表”

ではなく，「通信簿」と明言していることも，この

点を重視していることに他ならない。

●●●３　通信簿作成の実際

（1）教務主任（評価担当者）による書式の決定

　それでは，実際の通信簿作成の実際について説

明する。（なお，本校で導入した19年度の通信簿「か

がやく子」は，試験的な作成機能であり，ここで

説明する手順とは異なっている。また，担任が年

度当初から行うひまわり先生の初期設定や入力作

業については，ここでは省略する。）

　まず，“ひまわり先生”2008年版をパソコンに

インストール後，スタートメニュー＞プログラム

＞ひまわり先生2008『通知表の書式設定・取り

込み』を起動する。（図１参照）

　ここでは「書式の設定」を選択するが，ここで

第一に行う作業は，教務主任（もしくは評価委員

会主務者などの校務分掌上の責任者）による，学

校の内容に応じた「通信簿の様式」の設定である。

この作業は，教務主任（通信簿担当者）が行わな

ければならない。

　「通知表の書式設定」は，手順①から④までの４

つのページで構成されている。（図２参照）

図２●通知表の書式設定ページ

図1●“通知表の書式設定・取り込み”画面
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　手順①は「基本設定」，即ち［学期制］［所見の記入］

［出欠の記録］［認印］に関する各書式，手順②は「学

習のようす（各教科の評価項目）」「評価の表示方法」

「学期ごとの評定の表示」，手順③は「学校生活の

様子（評価目）」，手順④は「表紙」「修了証」に関

する書式である。各教科については観点毎，生活

については10項目を入力することができる。また，

表示方法については，５項目で二通りずつ，32通

りの表示方法が選択できる。（図3参照）

（2）担任による作業

　担任は，“ひまわり先生”のメイン画面から，「通

知表の作成」を選択した後，「書式の取り込み」を

行う。その際，教務主任に指定された箇所（サーバー

経由或いはUSBメモリー等の記憶媒体）から，書

式データを取り込むのである。

　本校の場合は，テストケース期間であったため，

別途プログラム化された書式データを配付した。

担任は，“ひまわり先生”に入力されたデータを反

映した「各教科の評価一覧」等を参考にしながら

学年チームで評定を確認したり（図４参照），一人

一人の所見を記入して出力した「所見一覧表」（図

５参照）を校長・教頭に提出したりして通信簿の

作成を進めた。

図３●通知表作成機能「表示方法オプションの選択一覧」（光文書院作成資料）

図４●各教科の評価一覧（例） 図５●児童の所見一覧
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　このようにして作成したものが，上に掲げた図

６～９の19年度の通信簿「かがやく子」である。

前期は，児童一人一人に対して，表紙，「学習のよ

うす」，「生活のようす」の３ページを印刷した。

担任の職員室机上のパソコンから校内LANで接続

されたプリンター機能付きのコピー機で印刷する

ことで，どの担任も短時間で作業が完了した。教

務からは，別途「通信簿の見方」を印刷して担任

に配付し，これらＡ４の用紙をクリアファイルに

差し込むことにした。冒頭で述べた「各教科の単

元別診断シート」や児童自身が記入した自己評価

表（サンちゃんのふりかえり）とともに，この評

価ファイルは，前後期２回ずつ計４回，担任と保

護者の間を行き来する。まさに，子どもを理解し

伸ばすための，学校と家庭を結ぶ架け橋の一つと

なっているのである。

●●●４　留意点と今後の課題

　客観性の高い評価資料作成と，担任の作業の効

率化に役立つ通知表作成機能であるが，いくつか

の留意すべき点や今後の課題もある。

　一つには，これまで通信簿を手書きで作成して

きた教員には，ためらいや技能的な抵抗感が払拭

できない場合がある。本校の場合は，“ひまわり先

生”の機能を，年次毎・段階的に導入してきたこ

とと，用紙を揃えれば「手書きでよい」こととし，

無理強いしないようにした。結果的には，手書き

をする担任は一人もいなかった。

　二つには，５つの項目で32の選択肢があるが，

それ以外の，各校の特色に応じた評価項目の設定

や，レイアウトを自在に変更できる書式設定が難

しいことである。

本校の場合，図８｢生活等のようす」では，プログ

ラム開発のためのテストケースとして特別に学校

対応版としていただいた項目があるが，20年度に

ついてはプログラム上の問題から，新たな対応は

難しいということであった。

　三つには，データのセキュリティに関すること

である。漏洩防止やウィルスに対する備えは必ず

しておかねばならない。作業する教職員がパスワー

ドを用いること，データの管理場所をセキュリティ

が強化された外部サーバー等に置き，決して持ち

出さないこと等の約束事と管理を徹底させていく

必要がある。

●●●　おわりに

　通信簿作成に費やす時間が減り，負担軽減になっ

たことを，本校の担任教員は実感した。“ひまわり

先生”の機能が客観性の高い評価資料づくりに役

だつことにも疑いはない。

　表示方法のオプションに，さらに表示内容のオ

プションが加われば，より柔軟な書式設定も可能

になる。

　今後も機能の改良は続けられるであろう。

　多くの学校で“ひまわり先生”の通知表作成機

能が活用され，質の高い評価と作業の効率化がな

され，子どもがよりよく成長していけるようにな

ることを期待している。

図６●通信簿「かがやく子」表紙 図７●「学習のようす」（前期）

図８●「生活等のようす」（前期） 図９●「修了証」（後期）


